
企画展 

柿
かき

衞
もり

文庫コレクション 俳句をたのしむー花・鳥・虫 

花が咲き、鳥が 囀
さえず

り、虫が鳴く… 私たちは 

季節の移ろいの中で、ふとした変化を感じ取 

って過ごしています。四季に恵まれた日本に 

暮らす私たちには、その変化を感じ取る細や 

かな感覚が自然と身についているのです。 

樗良自画賛巻より鶯図 (公財)柿衞文庫蔵     その繊細な感覚を持って句を詠
よ

み、また鑑賞 

することは、日々の暮らしをより豊かにする一つのきっかけになるのではないでしょうか。 

このたびの展示では、私たちの身近に存在する花・鳥・虫を詠んだ句を、柿衞文庫が所

蔵する直
じき

筆
ひつ

資料でご紹介します。 

先人たちの句を通して、今も昔も変わらない日本の四季の豊かさを再認識するとともに、

句を詠むこと、鑑賞することの楽しさを体感していただけましたら幸いです。十七音に表

現される感性豊かな俳句の世界をどうぞお楽しみください。 
 

【会  期】 令和５(2023)年 6月 30日(金)～8月 27日(日) 

                    ※会期中、一部展示替えを行います。 

【休  館】 月曜日(但し 7月 17日(月祝)は開館、翌 18日(火)は休館) 

【開館時間】 午前 10時～午後 6時（入館は午後 5時 30分まで） 

【会  場】 展示室１ 

【観 覧 料】 一般 200(150)円、大高生 150(100)円、中小生 100(50)円 

※（ ）は 20名以上の団体料金 

※兵庫県内の小中学生はココロンカード提示にて無料 

※伊丹市在住の高齢者割引有(平日 60歳以上、土日祝 65歳以上) 

【主  催】 市立伊丹ミュージアム［伊丹ミュージアム運営共同事業体／伊丹市］ 
 

【主な出品資料】 すべて(公財)柿衞文庫蔵 

・木因「うたがはぬ」句自画賛 天神梅図   ・秋色筆「夜桜や」句一行物 

・木導筆「しら菊や」句画賛 毛紈画 白菊図  ・蓼太「我ものに」句自画賛 女郎花と婦人図 

・芦田秋窓「老鶯の」句自画賛 籠に筍図    ・鬼貫筆「あちらむく」句短冊 

・珈涼筆「夜もすがら」句短冊        ・一晶「幾廻る」句自画賛 鴨図 

・矢ケ崎奇峰筆「こほろぎの」句短冊     ・長翠「日ぐらしも」句自画賛 菊図 

・夏目漱石筆「蚊ばしらや」句色紙      ・樗良自画賛巻 

など約 30点 

 

【お問合せ先】 

 市立伊丹ミュージアム 担当：加藤有果子 katou@kakimori.jp 

 〒664-0895 兵庫県伊丹市宮ノ前 2-5-20  

℡. 072-772-5959(代表)  https://itami-im.jp/  
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